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２０２６年度 第３回保障措置セミナー開催・申込案内 

 

1. 開催日時 ： ２０２６年１０月２２日（木）１３：００～１７：３０ 

2. 開催場所 ： 公益財団法人 核物質管理センター 本部６階会議室 
       東京都台東区東上野 1-28-9 キクヤビル（地図参照） 

3. 主  催 ： 公益財団法人 核物質管理センター 事業推進室 

4. プログラム： 別紙１のとおり 

5. 定  員 ： １６名（最少催行人数は５名） 

6. 参加費  ： ４４，０００円（ただし賛助会員は３８，５００円） 
＊参加費には、資料代および消費税が含まれます。 

（昼食の用意はございません。） 

7. 申込方法 ： 「2026 年度 保障措置セミナー 参加申込書」に必要事項をご記入 
の上、下記申込先に、郵便またはファクシミリで送付、あるいは 
メールに添付してお送り下さい。 

8. 申込先  ：・郵送先 〒110-0015 東京都台東区東上野 1-28-9 キクヤビル 

         公益財団法人 核物質管理センター 事業推進室 

        ・ファクシミリ番号：０３－３８３４－５２１７ 

        ・メールアドレス：sg-seminar@jnmcc.or.jp 

9. 申込期間 ：２０２６年９月１０日（木）～９月２５日（金） 

10. 参加費の支払方法等 
・ 参加費の支払は、指定口座への銀行振込でお願いいたします。 

・ 参加申込受付後、当センターより振込先を記載した請求書を郵送いたします

ので、開催日の２日前までに指定の口座に振り込み願います。なお、領収書

は、ご利用銀行の振込領収書をもって代えさせていただきます。また、振込

手数料は、参加者にてご負担いただきますようお願い申し上げます。 

11.その他 

・参加者の都合によりセミナーに参加できなくなった場合には、代理の方の参

加も可能です。なお、欠席された場合には、事前準備の関係上、お支払いた

だいた参加費の返金は致しかねますので、ご承知おきください。その場合、

後日、テキスト及び資料等を送付させていただきます。 

・ご不明な点は下記へお問い合わせください。 

   核物質管理センター事業推進室 担当：瀧澤（直通 03-5816-7747） 

または平戸（直通 03-5816-7741） 

 

https://www.jnmcc.or.jp/Portals/0/Seminar/NMCC%E5%9C%B0%E5%9B%B3.pdf
https://www.jnmcc.or.jp/Portals/0/Seminar/20260909_HP%E7%94%A8%E3%80%80%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%98%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E4%BF%9D%E9%9A%9C%E6%8E%AA%E7%BD%AE%E3%82%BB%E3%83%9F%E3%83%8A%E3%83%BC%E5%8F%82%E5%8A%A0%E7%94%B3%E8%BE%BC%E6%9B%B8.docx
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12.今回及び今後のセミナーについて 

・今回のセミナーは、第１回目と同じ「基礎コース」になります。第１回目の

基礎コースを踏まえ、内容や時間配分など一部見直しましたが、ほぼ同じ内

容です。 

・第２回目に予定していた「アイテム施設」を対象としたセミナーは、参加希

望者が少なかったため中止とさせていただきましたが、年度内に再度開催す

ることを検討中です。令和９年１月以降に追加開催するか、当初予定してい

た第５回目のセミナー（基礎コースの３回目：１２月１７日開催）と入れ替

えて開催するか（その場合、３回目の基礎コースは令和９年１月以降に開催

予定）については、現在、会場や講師が対応可能か調整中ですので、決まり

ましたらお知らせいたします。 

・第４回目のセミナーは、当初予定通り「バルク取扱施設」を対象とした内容

となります。なお、日程については、当初１１月２０日（金）と掲載しまし

たが、その後会場の都合がつきましたので、１１月１９日（木）に開催予定

です。申し込み開始は１０月中旬を予定しています。 

 

以 上  
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別紙１ 

 

２０２６年度 第３回保障措置セミナー【基礎コース】 

プログラム（案） 

 

開催日：２０２６年１０月２２日（木） 

時刻 講演名 講演内容 

12:30～12:55 受 付  

13:00～13:05 開会の挨拶  

 

13:05～14:20 保障措置の成り立ち ・二国間原子力協力協定及び IAEAの保障

措置受け入れの経緯 

・保障措置の強化策と追加議定書、拡大

結論の経緯 

・国レベルの保障措置アプローチ 

14:20～14:25 休 憩  

14:25～15:15 国際約束と事業者の義務 ・国際約束により求められる義務（報告

と査察対応） 

・原子炉等規制法における報告と検査に

関する規定 

15:15～15:20 休憩  

15:20～16:10 計量管理の要求事項 ・保障措置の基本となる計量管理制度に

ついて（概要、考え方等） 

・物質収支区域や主要測定点等の設定に

ついて 

・計量管理の基本となるアイテムやバッ

チ等について 

注：報告書の記載方法は含まれません 

16:10～16:15 休憩  

16:15～17:10 国内の原子力施設におけ

る保障措置の実務の現状 

・施設における報告義務の概要 

・施設における査察等の活動の概要 

 

17:10～17:25 全体を通しての質疑応答  

 

17:25～17:30 閉会の挨拶  

 

注１）プログラムの内容・時間配分は、都合により変更される場合がありますので、

予めご了承ください。 

注２）終了時刻は１７時３０分を予定していますが、進行により前後する場合があり

ます。 


